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話

『
戦
後
日
本
の
権
力
構
造

３
つ
の
タ
ブ
ー
』

５
月
５
日
（
日
）
18
時
か
ら

リ
モ
ー
ト
形
式
で
「
戦
後
日
本

の
権
力
構
造

３
つ
の
タ
ブ
ー
」

と
題
し
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
号
に
私
見
で

す
が
要
約
し
て
ま
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

３
つ
の
タ
ブ
ー

戦
後
の
日
本
に
は
、
残
念
な

が
ら
知
っ
て
は
い
け
な
い
タ
ブ
ー

が
３
つ
存
在
す
る
と
思
う
の
で

す
。
①
「
教
育
」
に
お
い
て
、

例
え
ば
、
当
用
漢
字
の
簡
略
化
、

簡
素
化
、
簡
便
化
、
カ
タ
カ
ナ

化
を
促
進
し
た
結
果
、
「
気
」

は
「
氣
」
、
表
意
文
字
で
あ
る

漢
字
は
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ

り
ま
す
。
本
来
の
意
味
を
逸
し

て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
学
力

偏
差
値
は
、
昭
和
32
（
１
９
５

７
年
、
東
京
都
港
区
立
城
南
中

学
校
の
桑
田
昭
三
先
生
の
考
案

に
よ
る
も
の
で
数
値
化
を
す
る

こ
と
で
管
理
、
評
価
が
し
や
す

い
こ
と
に
あ
り
ま
す
、
②
「
広

報
」
に
お
い
て
、
本
来
は
「
弘

報
」
、
戦
後
Ｐ
Ｒ
（
Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ

ｉ
ｃ

Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）

を
「
広
報
」
と
し
昭
和
29
（
１

９
５
４
）
年
４
月
、
上
智
大
学

新
聞
学
科
「
企
業
／
行
政

Ｐ

Ｒ
論
」
で
紹
介
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
こ
の
広
報
は
、p

r
o
p
a
g
a
n
d
a

の
性
格
を
有
し
て

お
り
意
図
を
も
っ
て
、
特
定
の

思
想
や
主
義
に
誘
導
す
る
言
わ

ば
、
政
府
・
為
政
者
の
思
想
統

制
戦
略
で
す
。
そ
れ
が
ゆ
え
米

国
の
放
送
局
、
通
信
社
、
金
融
、

映
画
興
行
な
ど
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
③
「
労
働
生
産
性
」

に
お
い
て
、
こ
れ
は
、
日
本
の

官
僚
は
世
界
で
も
超
一
流
・
断

ト
ツ
と
参
謀
役
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治

41

（
１
９
１
１
）
年
、
大
日
本
帝

国
憲
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
工

場
法
が
ベ
ー
ス
で
戦
後
、
労
働

者
の
団
結
権
の
保
障
、
占
領
統

治
改
革
の
断
行
で
労
働
三
法
の

整
備
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
間
、
民
間
へ
の
天
下
り
が
常

態
化
、
作
業
効
率
よ
り
も
時
間

が
尺
度
の
コ
ス
ト
意
識
の
な
い

体
制
が
定
着
、
特
に
、
今
日
で

も
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
中
心
に
生

産
性
が
低
い
と
指
摘
さ
れ
る
所

以
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国

民
の
識
字
率
は
先
進
国
で
も
群

を
抜
き
高
く
均
質
で
勤
勉
の
結

果
、
僅
か
20
年
ほ
ど
で
高
度
経

済
成
長
を
成
し
遂
げ
ア
ナ
ロ
グ

社
会
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
、
自

動
車
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に

代
表
さ
れ
ま
す
よ
う
に
世
界
を

席
巻
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
振
り
返
っ
て
見
れ

ば
、
日
本
株
式
会
社
的
な
体
制
・

態
勢
は
、
昭
和
60
（
１
９
８
５
）

年
、
円
の
過
小
評
価
是
正
と
な

る
プ
ラ
ザ
合
意
を
契
機
と
し
て

制
度
疲
労
が
顕
在
化
、
第
一
次

産
業
の
振
興
を
主
体
と
し
た
国

内
需
要
喚
起
の
政
策
を
採
ら
ず
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
、

規
制
の
緩
和
へ
と
進
展
、
①
、

②
、
③
い
ず
れ
も
日
本
の
国
力

を
弱
め
る
こ
と
と
、
国
家
管
理

を
し
や
す
い
権
力
構
造
に
な
り

既
得
権
益
者
が
し
が
み
つ
い
て

い
る
構
図
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
朝
鮮

動
乱
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条

約
締
結
後
も
天
皇
制
堅
持
を
容

認
す
る
反
面
、
①
軍
国
主
義
の

排
除
、
②
米
国
型
民
主
主
義
を

大
前
提
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合

国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の

影
響
が
社
会
に
定
着
し
て
き
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
３
つ

の
タ
ブ
ー
か
ら
戦
後
の
日
本
は

米
国
に
都
合
が
良
い
社
会
に
塗

り
替
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え

ま
し
ょ
う
。
現
実
を
見
て
く
だ

さ
い
。
戦
後
か
ら
79
年
経
っ
た

現
在
、
な
ぜ
、
今
も
な
お
、
日

米
合
同
委
員
会
（
陸
海
空
・
治

外
法
権
）
、
「
年
次
改
革
要
望

書
（
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
」
が

存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私

見
で
す
が
、
日
本
の
国
体
を

「
米
国
型
へ
の
国
体
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
作
動
中
な
の
で
す
。

国
体
は
変
わ
れ
ど

基
底
の
魂
は
永
遠

日
本
の
国
体
を
揺
る
が
す
歴

史
的
出
来
事
は
、
①
白
村
江
の

戦
い
（
６
６
３
年
）
、
②
源
頼

朝
鎌
倉
幕
府

守
護
地
頭
（
１

１
９
２
年
）
、
③
北
条
泰
時

「
承
久
の
変
」
主
権
在
民
（
１

２
２
１
年
）
、
⓸
明
治
維
新

立
憲
君
主
制
（
１
８
６
８
年
）
、

⑤
敗
戦

新
憲
法

民
主
主
義

（
１
９
４
５
年
）
の
５
度
あ
り

ま
し
た
。

い
ず
れ
も
国
体
は
変

化
す
れ
ど
断
絶
せ
ず
、
縄
文
の

時
代
か
ら
の
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
・

基
底
と
な
る
精
神
構
造
が
宿
り
、

肉
体
は
朽
ち
て
も
「
魂
・
精
神
」

の
継
承
は
永
遠
な
の
で
す
。
全

国
津
々
浦
々
２
０
０
万
箇
所
に

及
ぶ
「
祈
り
と
感
謝
」
が
証
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
遅
れ
対
応
は
試
金

石
、
ヒ
ト
モ
ノ
コ
ト
カ
ネ
の
源

泉
は
疲
弊
の
地
方
こ
そ
宝
物
、

次
代
の
岐
路
は
政
治
に
あ
り
。

◆
全
国
各
地
を
取
材
調
査
し
て
感
じ
る
こ
と

は
、
３
つ
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

①
信
用
組
合
の
店
舗
が
あ
る
、

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用

で
き
な
い
店
、
事
業
所
が
多
い
、

③
社
寺
境
内
の
囲
い
石
垣
、
鳥

居
、
建
造
物
な
ど
に
地
元
の
篤
志

家
、
土
木
建
設
業
、
旅
館
業
、
和
菓
子
業
、
醸
造

業
な
ど
地
域
特
性
業
者
の
老
舗
の
名
が
見
ら
れ
地

域
で
存
在
感
が
あ
る
、
で
地
方
が
疲
弊
の
現
実
に

あ
っ
て
、
「
地
域
金
融
」
が
今
も
な
お
根
付
い
て

い
る
「
証
」
な
の
で
す
。
◆
メ
ガ
バ
ン
ク
や
都
市

銀
行
、
大
手
証
券
、
大
手
Ｓ
Ｍ
、
量
販
店
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
全
国
に
拠
点
が
あ
る
企
業
は
、
資
金
を

本
社
等
中
央
に
集
め
地
域
で
の
売
上
げ
は
吸
い
取

り
紙
的
な
の
で
す
。
◆
そ
れ
が
証
拠
に
、
拠
点
長

に
は
決
裁
権
が
な
く
地
元
の
祭
事
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
寄
付
等
に
は
消
極
的
で
横
並
び
と
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
貸
し
手
、
借
り
手
の
資
金
が
地
域
内

で
循
環
す
る
こ
と
が
本
来
、
地
域
金
融
機
関
と
し

て
の
使
命
で
す
。
業
務
が
制
約
さ
れ
た
信
用
組
合

の
存
在
は
、
地
域
金
融
の
要
、
地
域
は
、
現
金
商

売
の
多
い
証
拠
で
も
あ
り
ま
す
。
◆
効
率
を
重
視

の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
傾
斜
で
本
来
の

受
益
者
の
便
益
を
奪
い
「
採
算
が
悪
い
」
は
切
り

捨
て
の
政
策
、
経
営
判
断
は
、
根
源
的
に
は
地
域

が
悪
い
の
で
は
な
く
地
域
で
の
資
金
循
環
の
構
造
、

つ
ま
り
地
域
資
源
創
造
企
業
を
放
棄
し
て
き
た
と

言
え
ま
す
。
地
域
企
業
を
育
て
る
本
来
の
使
命
が

地
域
の
潤
い
を
齎
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
。
ど
ぶ
板
営
業
に
拍
手
。

先
憂

後
楽
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お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
６
年
・
紀
元
２
６
８
４
年
甲
辰

５
月

卯
月

1
日（
水
）
神
御
衣
奉
織
始
祭

機
殿

午
前
８
時

14
日
の
神
御
衣
祭
に
奉
る
和
妙
（
に
ぎ
た
え
・
絹
布
）

は
神
服
織
機
殿
神
社
（
下
機
殿
・
松
阪
市
大
垣
井
口
内
町
）
、

荒
妙
（
あ
ら
た
え
・
麻
布
）
は
神
麻
続
機
殿
神
社
（
上
機

殿
・
松
阪
市
井
口
中
町
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
八
尋
殿
に
お
い

て
奉
織
さ
れ
ま
す
。
奉
織
始
祭
を
執
り
行
い
、
清
く
美
し

く
織
り
上
が
る
よ
う
に
お
祈
り
を
さ
さ
げ
、
地
元
有
志
の

奉
仕
に
よ
っ
て
清
浄
の
う
ち
に
織
り
上
が
る
と
13
日
に
鎮

謝
の
お
祭
り
を
行
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
一
帯
を
漕
代
と
呼

ば
れ
、
下
御
糸
、
上
御
糸
、
中
麻
續
、
機
殿
、
服
部
は
、

古
来
、
神
宮
の
衣
縫
を
担
う
服
部
神
部
の
奉
職
人
の
地
な

の
で
す
。

11
日（
土
）
神
田
御
田
植
初

神
宮
御
田

午
前
９
時

10
月
の
神
嘗
祭
を
は
じ
め
諸
祭
典
に
お
供
え
す
る
御
料

米
の
早
苗
を
植
え
る
御
田
植
式
が
神
職
と
と
も
に
地
元
楠

部
町
の
神
宮
神
田
御
田
植
祭
保
存
会
の
奉
仕
に
よ
り
古
式

ゆ
か
し
く
行
わ
れ
ま
す
。
（
県
指
定
無
形
文
化
財
）

13
日（
月
）神
御
衣
奉
織
鎮
謝
祭

機
殿

午
前
８
時

14
日（
火
）
神
御
衣
祭

皇
大
神
宮

正
午

皇
大
神
宮
と
別
宮
荒
祭
宮
の
大
御
前
に
神
服
織
機
殿
神

社
、
神
麻
続
機
殿
神
社
で
古
式
の
ま
ま
に
奉
織
さ
れ
た
和

妙
と
荒
妙
を
、
高
天
原
の
古
事
に
因
ん
で
奉
る
お
祭
り
で

す
。
毎
年
５
月
と
10
月
の
14
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

14
日（
火
）

風
日
祈
祭

豊
受
大
神
宮

午
前
５
時

皇
大
神
宮

午
前
９
時

.

両
正
宮
を
は
じ
め
諸
宮
社
の
大
御
前
に
幣
帛
・
御
笠
・

御
蓑
を
奉
り
、
天
候
が
順
調
で
風
雨
の
災
害
が
な
く
、
五

穀
の
稔
り
が
、
豊
か
で
あ
る
よ
う
に
お
祈
り
し
ま
す
。

31
日（
火
）大
祓

午
後
４
時

６
月
の
月
次
祭
（
つ
き
な
み
さ
い
）
に
先
立
ち
、
大
宮

司
以
下
の
神
職
・
楽
師
を
祓
い
清
め
る
儀
式
で
す
。

外
宮
・
内
宮

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
６
時

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４
時

（
ご
奉
仕
８:

30
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
で
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日(

月)

、
11
日(

木)

、
21
日

(

日)

両
宮

午
前
８
時
過
ぎ

※
「
３
密
」
回
避
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
拝
に
あ
た
っ
て
は
神
宮
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

チコちゃんに叱られます
ひとりごと

素朴な疑問が寄せられます。外宮

「ご正宮」の上に別宮「多賀宮」、

対し、内宮「ご正宮」の下に別宮

「荒祭宮」はなぜなの。

外宮のあるまち（山田）には歯科

クリニックが多いですね、なぜなの。

第
１
０
５
回
高
柳
の
夜
店

所
属
研
究
所
で
出
展
・
出
店

６
月
１
日
か
ら
７
月
６
日
開
催

【
伊
勢
】
伊
勢
高
柳
商
店
街
振
興
組
合

（
理
事
長

奥
田
宗
吾
）
は
、
５
月
９

日
、
理
事
会
を
開
き
第
１
０
５
回
「
高

柳
の
夜
店
」
を
６
月
１
日
（
土
）
か
ら

７
月
６
日
（
土
）
の
１
・
６
・
３
・
８

の
付
く
日
と
土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

「
市
町
の
日
」
、
「
学
校
の
日
」
、

「
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
団
体
の
日
」

に
加
え
新
し
い
企
画
が
登
場
し
ま
す
。

伊
勢
の
夏
の
「
風
物
詩
」
高
柳
の
夜
店

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
四
日
市
大
学
研

究
機
構
環
境
技
術
研
究
所
は
、
「
四
日

市
大
学
の
日
」
と
し
て
６
月
６
日
（
木
）

旧
前
田
青
果
店
で
出
展
・
出
店
し
ま
す
。

大
岩
オ
ス
カ
ー
ル
展
を
鑑
賞

【
渋
谷
】
４
月
27
日
土
曜
日
午
後
、
渋

谷
駅
前
「
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
」
で
の
本
展

会
期
初
日
で
16
時
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
に
先
立
ち
画
家
の
大
岩
オ
ス
カ
ー
ル

さ
ん
と
面
談

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
本
会
を

紹
介
の
建
築

家
大
岩
昭
之

さ
ん
（
所
属
理
窓
美
術
同
好
会
で
ご
一

緒
）
の
甥
で
、
伊
勢
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
の
大
岩
芳
逸
（
神
苑
会
・
倉
田
山

に
碑
）
の
ひ
孫
に
な
り
ま
す
。

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
大
岩
オ
ス
カ
ー

ル
さ
ん
は
、
開
口
一
番
、
「
環
境
を
破

壊
、
病
め
続
け
る
地
球
の
将
来
を
案
じ

風
刺
画
で
訴
え
て
い
る
。
全
米
を
は
じ

め
世
界
中
の
人
た
ち
に
共
感
、
手
応
え

を
感
じ
る
。
緑
や
青

は
そ
の
意
識
、
表
現

で
も
あ
る
」
と
強
調
、

絵
か
ら
魂
を
体
感
。

２
０
２
４
年
斎
王
ま
つ
り

「
斎
王
」
役
に
三
田
空
来
さ
ん

【
明
和
斎
宮
】

６
月
１
日
（
土
）
開
催
の

「
斎
王
ま
つ
り
」
の
斎
王
役
に
三
田
空

来
（
さ
ん
だ
そ
ら
）
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
明
和
町
出
身
で
伊
勢
高
校
か
ら

東
大
へ
世
田
谷
区
在
住
の
２
年
生
で
す
。

映
画
「
陰
陽
師
０
」
で
は
、
微
子
女
王

殿
下
の
セ
リ
フ
「
伊
勢
の
斎
宮
に
は
行

き
た
く
は
な
か
っ
た
」
、
「
衣
裳
に
違

和
感
、
こ
う
い
う
装
束
だ
っ
た
の
か
な
」

と
疑
問
に
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
斎

王
制
度
は
、
天
皇
に
代
わ
っ
て
伊
勢
神

宮
の
天
照
大
神
に
仕
え
る
た
め
に
選
ば

れ
た
未
婚
の
皇
族
女
性
。
天
武
二(

６

７
４
）
年
か
ら
６
６
０
年
続
き
途
絶
え
。

5月10日㈮午前10時、内宮宇治橋前で
の出来事。神宮五十鈴川幼稚園の園児

たちが整列、皆で祈りと感謝を奉上、

多くの参拝客から思わず、拍手喝采と

なりました。やはり教育の原点との声。
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Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
検
査
の
信
頼
性

味
の
素
㈱
が
技
術
開
発
し
た
「
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｓ
（
ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
リ
ス
ク

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
）
」
は
、
僅
か
約

５
ml
の
採
血
で
①
現
在
認
知
機
能
が
低

下
し
て
い
る
、
②
現
在
が
ん
で
あ
る
可

能
性
の
リ
ス
ク
と
、
③

10
年
以
内
、
に

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
と
な
る

発
症
リ
ス
ク
。
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病

と
な
る
リ
ス
ク
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す

る
検
査
手
法
で
２
０
１
１
年
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
、

50
万
人
が
受
診
（
２
０

２
３
年
７
月
末
現
在
）
、
医
療
機
関
・

人
間
ド
ッ
ク
で
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
検
査
は
、
血
液
中
の
ア

ミ
ノ
酸
濃
度
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
に
着
目

し
、
現
在
の
健
康
状
態
や
さ
ま
ざ
ま
な

疾
病
の
可
能
性
を
評
価
す
る
技
術
で
す
。

味
の
素
が
着
目
し
た
の
は
「
普
段
は

一
定
に
保
た
れ
て
い
る
血
液
中
の
ア
ミ

ノ
酸
濃
度
バ
ラ
ン
ス
が
、
健
康
状
態
が

変
わ
る
と
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
も
変
動
し

ま
す
。
病
気
に
な
る
と
代
謝
や
免
疫
、

生
体
調
節
機
能
の
変
化
に
応
じ
て
、
消

費
さ
れ
た
り
、
作
り
出
さ
れ
た
り
す
る

ア
ミ
ノ
酸
が
あ
る
た
め
、
血
液
中
の
ア

ミ
ノ
酸
の
濃
度
バ
ラ
ン
ス
が
変
動
す
る

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
種
々
の
疾
病
で
、

血
液
中
の
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
バ
ラ
ン
ス
が

特
徴
的
な
変
動
を
示
す
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成
し

て
い
る
成
分
が
生
命
活
動
の
根
源
的
な

栄
養
素
で
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
な
の
で
す
。
」

（
味
の
素
、
朝
日
生
命
、
同
友
会
Ｈ
Ｐ
）

規
則
正
し
い
食
習
慣
を
し
ま
し
ょ
う
！

「
朝
食
抜
き
」は
脳
機
能
障
害
リ
ス
ク

【
東
京
・
築
地
】
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
（
理
事
長

中
釜

斉
）

で
は
、
「
１
週
間
あ
た
り
の
朝
食
摂
取
回
数

が
少
な
い
と
、
脳
卒
中
、
な
か
で
も
脳
出
血

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
」
と
研
究
結
果
（2

0
2
3
.
0
5
.
0
1

）
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
「
毎
日
朝
食
を
と
る
人
と
比
べ
て
、

朝
食
を
抜
く
人
の
ほ
う
が
朝
の
血
圧
が
上
が

り
や
す
い
た
め
に
、
脳
出
血
を
起
こ
す
危
険

が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
」
（w

w
w
.
n
c
c
.
g
o
.
j
p
/
j
p
/

in
dex

.h
tml

）

ま
た
、
農
林
水
産
省
の
調
査
で
は
、
「
朝

ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
、
ど
う
な
る
か
？
、

空
腹
な
状
態
で
起
き
た
朝
の
脳
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
欠
乏
状
態
で
す
。
朝
に
し
っ
か
り
ご
は

ん
を
食
べ
な
い
と
、
①
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

不
足
、
②
筋
肉
量
の
減
少
、
③
集
中
力
や
記

憶
力
の
低
下
、
⓸
血
糖
値
の
急
変
動
、
⑤
自

律
神
経
も
乱
れ
、
⑥
太
り
や
す
く
な
る
、
⑦

便
秘
に
な
り
や
す
く
な
る
」
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
（202

3/
06/

13

）

大
阪
市
の
調
査
で
は
、
「
朝
食
を
欠
食
す

る
生
活
に
よ
っ
て
、
糖
尿
病
を
発
症
す
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
、
糖
尿
病
の
有
病
者

割
合
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
朝
食
を
欠

食
す
る
こ
と
の
多
い
人
は
、
外
食
の
頻
度
が

高
い
の
で
す
。
朝
食
を
抜
く
こ
と
で
引
き
起

こ
さ
れ
る
影
響
に
つ
い
て
空
腹
状
態
か
ら
昼

食
を
食
べ
る
と
、
血
糖
値
が
一
気
に
上
が
る

こ
と
に
な
り
、
太
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
体

は
空
腹
状
態
が
続
く
と
、
下
が
っ
た
血
糖
値

を
補
う
た
め
に
過
剰
気
味
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

必
要
と
な
る
か
ら
で
す
。
」
（h

t
t
p
s
:
/

/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
o
s
a
k
a
.
l
g
.
j
p

p
a
g

e

朝
食
抜
い
て
超
シ
ョ
ッ
ク

-

）

出
勤
、
登
校
間
際
ま
で
寝
て
い
た
り
、
時

間
が
な
い
か
ら
と
、
つ
い
朝
食
を
欠
食
す
る

生
活
習
慣
は
、
種
々
の
病
気
を
発
症
す
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
、
何
事
も
一
事
が
万
事
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

健康管理士ニュース

2024年5月号No.168
日本成人病予防協会

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

赤
が
３
個
以
上
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
ア
ミ
ノ
酸
と
タ
ン
パ
ク
質
の
お
話
」

（
エ
ル
エ
ル
第
１
９
９
号
・
日
本
薬
局
協

励
会
）
に
よ
る
と
「
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加

齢
に
伴
い
身
体
的
機
能
や
精
神
的
機
能
が

低
下
し
た
、
「
健
康
・
健
常
」
と
「
要
介

護
」
の
中
間
の
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

上
記
の
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

「
気
づ
き
・
生
活
習
慣
の
見
直
し
・
行
動

実
践
」
が
最
も
大
事
で
す
。
３
個
以
上
あ
っ

た
ら
プ
レ
フ
レ
イ
ル
、
フ
レ
イ
ル
で
す
。

自
分
自
身
の
カ
ラ
ダ
で
す
。
健
康
・
健
常

な
状
態
に
戻
れ
る
か
ど
う
か
は
、
貴
方
次

第
で
す
。
何
事
も
「
継
続
は
力
な
り
」
で

す
、
東
大
高
齢
社
会
総
合
研
飯
島
勝
矢
先

生
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
で
き
る

こ
と
、
些
細
な
こ
と
か
ら
青
・
改
善
へ
意

識
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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研究員だより
編集発行人

東村 篤（JSPS日本学術振興会）
四日市大学研究機構環境技術研究所研究員

（一社）事業と相続の駆け込み寺プロフェ

ショナルチームメンバー

（一社）国際CCO交流研究所理事主任研究員
（一社）全国元気まち研究会研究員

日本広報学会/四日市大学学会

（4）

葛
飾
探
検
団
活
動
成
果
発
表

「
中
川
展
」
中
川
再
発
見

葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館

好
評
開
会
中

５
月
26
日
（
日
）

【
お
花
茶
屋
】
京
成
電
鉄
本
線

「
お
花
茶
屋
」
駅
北
口
か
ら
歩

い
て
10
分
ほ
ど
で
葛
飾
区
郷
土

と
天
文
の
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
小
職
が
所
属
す
る
「
葛

飾
探
検
団
」
令
和
５
年
度
活
動

成
果
展
「
中
川
展
」
が
会
期
中

で
す
。
区
の
中
央
を
流
れ
る

「
中
川
」
は
、
農
業
用
水
や
物

資
輸
送
の
水
路
、
工
場
用
水
の

確
保
か
ら
地
の
利
を
得
、
葛
飾

区
に
恵
み
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
ま
ち
歩

き
を
通
し
て
収
集
、
撮
影
し
た

写
真
を
も
と
に
中
川
を
右
岸
側

（
Ａ
）
と
左
岸
側
（
Ｂ
）
の
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
様
々
な
視

点
で
歴
史
や
魅
力
を
紹
介
、

「
新
た
な
魅
力
」
再
発
見
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
ま
す
。

国
際
Ｃ
Ｃ
Ｏ
交
流
研
究
所

Ｃ
Ｃ
カ
フ
ェ
in
伊
勢

山
口
祭
の
来
年
３
月
開
催
へ

【
京
都
】
一
般
社
団
法
人
国
際

Ｃ
Ｃ
Ｏ
交
流
研
究
所
（
京
都
市

中
京
区
・
理
事
長

石
橋

陽
）

で
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
広

報
学
会
関
西
部
会
と
の
共
催
で

各
地
に
お
い
て
「
Ｃ
Ｃ
カ
フ
ェ
」

を
Ｂ
to
Ｂ
企
業
、
行
政
、
大
学

等
広
報
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
般
は
、
①
大
阪
商
人
、
近

江
商
人
と
と
も
に
三
大
商
人
と

言
わ
れ
る
伊
勢
商
人
の
広
報
、

Ｃ
Ｃ
、
②
お
伊
勢
さ
ん
と
全
国

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
神
宮
の

弘
報
を
題
材
と
し
て
理
念
、
信

条
が
日
本
独
自
の
弘
報
・
広
報
・

Ｃ
Ｃ
に
根
付
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
日
本
の
今
日
の
広
報

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
持
ち
込
ん
で
き
た

と
い
う
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て

い
ま
す
（
Ｐ
Ｒ
は
、1

9
5
4
.
0

4

上
智
大
学
新
聞
学
科
「
企
業

／
行
政

Ｐ
Ｒ
論
」
Ｇ
Ｈ
Ｑ

渉
外
）
。

商
人
の
魂
。
老
舗
・
長
寿
企

業
、
神
宮
は
、
独
特
の
弘
報
・

広
報
、
Ｃ
Ｃ
と
言
わ
れ
る
活
動

を
乱
世
を
も
頑
な
に
守
り
貫
き

通
し
生
き
抜
い
て
き
た
の
で
は

な
い
か
、
そ
の
伊
勢
商
人
、
神

宮
の
弘
報
・
広
報
・
Ｃ
Ｃ
活
動

の
ル
ー
ツ
を
第
63
回
式
年
遷
宮

へ
の
神
事
「
山
口
祭
」
を
前
に

３
月
「
Ｃ
Ｃ
カ
フ
ェ
in
伊
勢
」

で
探
り
た
い
。

研
究
者
必
修
研
修
修
了

【
四
日
市
】
四
日
市
大
学
社
会

連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
機
構
で
は
、

本
学
教
学
・
研
究
者
を
対
象
に

定
期
的
に
独
立
行
政
法
人
日
本

学
術
振
興
会
の
研
究
倫
理
教
育

のe
-
L
e
a
r
n
i
n
g

受
講
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。
小
職
も
環
境

技
術
研
究
所
研
究
員
と
し
て
研

修
を
受
講
、
修
了
し
ま
し
た
。

７
月
３
日
に
は
、
３
年
に
一

度
登
録
更
新
に
伴
う
「
貸
金
業

務
取
扱
主
任
者
」
日
本
貸
金
業

協
会
登
録
更
新
講
習
を
新
宿
会

場
で
受
講
し
ま
す
。

銭
湯
へ
行
こ
う

銭
湯
の
始
ま
り
伊
勢
の
与
市

【
門
前
仲
町
】
伊
勢
の
与
市
が
天
正
19

（
１
５
９
１
）
年
江
戸
銭
瓶(

ぜ
に
が

め)

橋(

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
２
丁

目
６
・
現
在
は
、
高
度
化
再
開
発
事
業

で
閉
鎖
中)

付
近
で
銭
１
文
の
入
浴
料

で
銭
湯
を
開
業
、
「
銭
湯
」
の
名
の
言

わ
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

風
俗
意
匠
の
研

究
・
庶
民
文
化
研

究
家
で
銭
湯
へ
行

こ
う
・
銭
湯
研
究

の
第
一
人
者
・
知

人
町
田
忍
さ
ん
（
目
黒
区
在
住
）
が
、

６
月

15
日
（
土
）

18
時

30
分
か
ら

20

時
「
銭
湯
不
思
議
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し

て
江
東
区
門
前
仲
町
古
民
家
「
Ｃ
ｈ
ａ

ａ
ｂ
ｅ
ｅ
」
（
チ
ャ―

ビ
ー
・
福
住
１

丁
目

11-

11
・
写
真
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
で
銭
湯
の
歴
史
や
特
ダ
ネ
銭
湯
情

報
、
一
押
し
の
銭
湯
な
ど
を
昭
和
時
代

の
懐
か
し
い
幻
灯
機
で
お
話
を
さ
れ
ま

す
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
す
よ
。
入

場
料
２
、
５
０
０
円
他
に
軽
飲
食
料
。

汐
留
で
は
、
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
美

術
館
」
で
関
連
開
催
中
。
伊
勢
で
は
、

汐
湯
・
お
か
げ
風
呂
館
「
旭
湯
」
（
代

表

酒
徳
覚
三
）
は
、
伊
勢
与
市
翁
の

像
な
ど
銭
湯
ゆ
か
り
の
品
が
見
学
で
き

ま
す
。
小
職
は
、
銭
湯
番
号
札
を
「
41
」

に
拘
り
、
あ
れ
ば
利
用
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
縁
コ
ラ
ボ
実
現

ベ
ト
ナ
ム
フ
ー
ラ
ン
村
と
高
取
焼

【
東
京
御
徒
町
】
４
月
26
日
午
後
、

小
職
の
知
的
財
産
権
学
び
の
恩
師

山
口
綾
子
さ
ん
（
早
稲
田
ア
イ
デ

ア
研
究
会
代
表
）
の
紹
介
で
ベ
ト

ナ
ム
国
フ
ー
ラ
ン
村
「
黄
金
焼
」

作
陶
展
（
会
期
中
・
千
代
田
区
御

徒
町
「
２
ｋ
５
４
０

Ａ
Ｋ
Ｉ-

Ｏ

Ｋ
Ａ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
」
）
を
訪
問
、
陶
芸

家
伊
藤
麻
沙
人
先
生
（
写
真
・
中

央
）
、
鬼
丸
雪
山
窯
元
代
表
と
面

談
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
・
千
代

田
区
二
番
町
・
理
事
長

田
中
明

彦
）
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」

採
択
「
ベ
ト
ナ
ム
フ
ー
ラ
ン
村

（
ハ
ノ
イ
北
方
）
陶
器
生
産
者
生

活
向
上
計
画
」
で
福
岡
県
東
峰
村

伝
統
工
芸
品
「
高
取
焼
」
鬼
丸
雪

山
窯
元
と
連
携
で
取
り
組
ん
で
お

り
会
場
は
展
示
発
表
会
で
伊
藤
先

生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
指
導
・
監

修
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
氾
濫
で
村
は

壊
滅
的
。
若
い
世
代
が
立
ち
上
が

り
、
日
本
の
窯
元
も
後
継
者
難
と

陶
器
市
場
の
衰
退
を
背
景
に
コ
ラ

ボ
が
実
現
、
一
見
「
信
楽
焼
」
を

想
起
、
土
が
酷
似
の
印
象
に
今
後

の
相
乗
効
果
発
揮
が
楽
し
み
で
す
。


